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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記成分Ａと、下記成分Ｂと、下記成分Ｃと、下記成分Ｄと、下記成分Ｅとを含み、
　前記成分Ｃの含有量が、０．４質量％以上、１．５質量％以下であり、
　前記成分Ｃの含有量に対する前記成分Ｄの含有量の質量比が、０．１以上、０．６未満
である、制汗剤組成物。
　成分Ａ：エタノール
　成分Ｂ：制汗成分
　成分Ｃ：疎水化ヒドロキシアルキルセルロース
　成分Ｄ：アクリル酸型皮膜形成ポリマー
　成分Ｅ：水
【請求項２】
　前記成分Ｄが、下記成分Ｄ１を含む、請求項１に記載の制汗剤組成物。
　成分Ｄ１：アクリル酸アルキルコポリマー、（オクチルアクリルアミド／アクリル酸ヒ
ドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、（アクリル酸アルキ
ル／オクチルアクリルアミド）コポリマー、（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１
－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマー、及びこれらの塩からなる
群より選ばれるアクリル酸型皮膜形成ポリマー
【請求項３】
　下記成分Ｆを含む、請求項１又は２に記載の制汗剤組成物。
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　成分Ｆ：脂肪酸エステル油
【請求項４】
　前記成分Ｆの含有量が、０．０１質量％以上、２．０質量％以下である、請求項３に記
載の制汗剤組成物。
【請求項５】
　前記成分Ｆが、下記成分Ｆ１を含む、請求項３又は４に記載の制汗剤組成物。
　成分Ｆ１：ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－
エチルヘキシル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－オクチルドデシル
、及びトリ２－エチルヘキサン酸グリセリルからなる群より選ばれる脂肪酸エステル油
【請求項６】
　非イオン性界面活性剤を含まないか、又は、非イオン性界面活性剤を０．１質量％未満
で含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
【請求項７】
　容器と、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の制汗剤組成物とを備え、
　前記容器内に、前記制汗剤組成物が充填されている、制汗剤。
【請求項８】
　前記容器が、ロールオン容器である、請求項７に記載の制汗剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制汗成分を含む制汗剤組成物に関する。また、本発明は、容器内に、上記制
汗剤組成物が充填されている制汗剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　腋臭等の体臭は、汗と皮脂とが混ざり、これらが皮膚常在菌によって分解されることに
より生じる。したがって、体臭を防止するためには、臭いの原因となる汗を抑制すること
が効果的であり、種々の制汗成分が配合された制汗剤組成物が用いられている。
【０００３】
　上記制汗剤組成物は、容器内に充填されて、制汗剤として用いられている。上記制汗剤
は、ジェル、クリーム、ローション、エアゾールスプレー、ロールオン、ミスト及びステ
ィックなどの様々なタイプで用いられている。
【０００４】
　中でも、ロールオンタイプの制汗剤は、制汗剤組成物を手に付けて塗布対象物に塗布す
ることなく、制汗剤組成物を塗布対象物に直接かつ均一に塗布することができるため、使
用性に優れる。また、ロールオンタイプの制汗剤は、エアゾールタイプの制汗剤と比べて
、内容物の肌への付着性が高く、体臭防止効果が持続しやすい。
【０００５】
　上記制汗剤組成物の一例として、下記の特許文献１には、（Ａ）制汗成分と、（Ｂ－１
）特定のアクリル酸系アニオン性ポリマーとを含有し、（Ａ）成分に対する（Ｂ－１）成
分の含有質量比が０．０２～５であるデオドラント組成物が開示されている。また、下記
の特許文献１の実施例では、増粘剤として親水性のヒドロキシプロピルセルロースが単に
用いられている。
【０００６】
　下記の特許文献２には、（Ａ）制汗成分と、（Ｂ）アニオン性ポリマーと、（Ｃ）エチ
レンオキシド（ＥＯ）の平均付加モル数が５モル以上であるノニオン性界面活性剤と、（
Ｄ）エタノールとを含有し、前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分との合計の含有量に対する
前記（Ｃ）成分の含有量の質量比が、０．０３～０．７である制汗剤組成物が開示されて
いる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＷＯ２０１３／０８１０５５Ａ１
【特許文献２】特開２０１５－１１７２３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１に記載のような従来の制汗剤組成物では、塗布時に肌から垂れ落ちたり
、塗布後にべたつき感や肌のつっぱり感を感じたりする等の塗布時及び塗布後の不快感を
覚えることがある。また、上記特許文献１、２に記載のような従来の制汗剤組成物では、
制汗効果が十分ではなかったり、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちたりするなどして、
体臭防止効果が低下することがある。
【０００９】
　本発明の目的は、塗布時及び塗布後の不快感を抑えることができ、塗布後に制汗効果及
び肌への付着性に優れ、体臭防止効果の持続性に優れる制汗剤組成物を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、下記成分（Ａ）と、下記成分（Ｂ）と、下記成分（Ｃ）と、下記成分（Ｄ）
と、下記成分（Ｅ）とを含む、制汗剤組成物を提供する。
【００１１】
　成分（Ａ）：エタノール
　成分（Ｂ）：制汗成分
　成分（Ｃ）：疎水化ヒドロキシアルキルセルロース
　成分（Ｄ）：アクリル酸型皮膜形成ポリマー
　成分（Ｅ）：水
【００１２】
　本発明の制汗剤組成物では、前記成分（Ｃ）の含有量が、０．４質量％以上、１．５質
量％以下であり、前記成分（Ｃ）の含有量に対する前記成分（Ｄ）の含有量の質量比が、
０．１以上、０．６未満であることが好ましい。
【００１３】
　本発明の制汗剤組成物では、前記成分（Ｄ）が、下記成分（Ｄ１）を含むことが好まし
い。
【００１４】
　成分（Ｄ１）：アクリル酸アルキルコポリマー、（オクチルアクリルアミド／アクリル
酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、（アクリル酸ア
ルキル／オクチルアクリルアミド）コポリマー、（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（
Ｃ１－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマー、及びこれらの塩から
なる群より選ばれるアクリル酸型皮膜形成ポリマー
【００１５】
　本発明の制汗剤組成物は、下記成分（Ｆ）を含むことが好ましい。
【００１６】
　成分（Ｆ）：脂肪酸エステル油
【００１７】
　本発明の制汗剤組成物では、前記成分（Ｆ）の含有量が、０．０１質量％以上、２．０
質量％以下であることが好ましい。
【００１８】
　本発明の制汗剤組成物では、前記成分（Ｆ）が、下記成分（Ｆ１）を含むことが好まし
い。
【００１９】
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　成分（Ｆ１）：ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸
２－エチルヘキシル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－オクチルドデ
シル、及びトリ２－エチルヘキサン酸グリセリルからなる群より選ばれる脂肪酸エステル
油
【００２０】
　本発明の制汗剤組成物は、非イオン性界面活性剤を含まないか、又は、非イオン性界面
活性剤を０．１質量％未満で含むことが好ましい。
【００２１】
　また、本発明は、容器と、上述した制汗剤組成物とを備え、前記容器内に、前記制汗剤
組成物が充填されている、制汗剤を提供する。
【００２２】
　本発明の制汗剤では、前記容器が、ロールオン容器であることが好ましい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の制汗剤組成物は、特定の成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、
成分（Ｅ）を含むので、塗布時及び塗布後の不快感を抑えることができ、塗布後に制汗効
果及び肌への付着性に優れ、体臭防止効果の持続性に優れる。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００２５】
　本発明の制汗剤組成物は、エタノールと、制汗成分と、疎水化ヒドロキシアルキルセル
ロースと、アクリル酸型皮膜形成ポリマーと、水とを少なくとも含む。
【００２６】
　本明細書においては、上記「エタノール」を「成分（Ａ）」と称する場合がある。
【００２７】
　本明細書においては、上記「制汗成分」を「成分（Ｂ）」と称する場合がある。
【００２８】
　本明細書においては、上記「疎水化ヒドロキシアルキルセルロース」を「成分（Ｃ）」
と称する場合がある。
【００２９】
　本明細書においては、上記「アクリル酸型皮膜形成ポリマー」を「成分（Ｄ）」と称す
る場合がある。
【００３０】
　本明細書においては、上記「水」を「成分（Ｅ）」と称する場合がある。
【００３１】
　本発明の制汗剤組成物は、成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、及び成
分（Ｅ）を含む。
【００３２】
　本発明の制汗剤組成物では、上記の構成が備えられているので、塗布時及び塗布後の不
快感を抑えることができ、塗布後に制汗効果及び肌への付着性に優れ、体臭防止効果の持
続性に優れる。
【００３３】
　本発明の制汗剤組成物は、塗布時に肌から垂れ落ちたり、塗布後にべたつき感や肌のつ
っぱり感を感じたりする等の塗布時及び塗布後の不快感を抑えることができる。
【００３４】
　本発明の制汗剤組成物は、制汗効果に優れる。また、本発明の制汗剤組成物は、肌への
付着性に優れるので、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちにくく、肌上に制汗剤組成物が
保持されやすい。このため、本発明の制汗剤組成物では、持続性に優れた体臭防止効果が
発揮される。
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【００３５】
　本発明の制汗剤組成物は、脂肪酸エステル油を含んでいてもよい。
【００３６】
　本明細書においては、上記「脂肪酸エステル油」を「成分（Ｆ）」と称する場合がある
。
【００３７】
　上記のように、本発明の制汗剤組成物は、成分（Ａ）と成分（Ｂ）と成分（Ｃ）と成分
（Ｄ）と成分（Ｅ）とを少なくとも含む。本発明の制汗剤組成物は、成分（Ｆ）を含んで
いてもよい。
【００３８】
　本発明の制汗剤組成物は、成分（Ａ）～（Ｆ）以外の他の成分を含んでいてもよい。
【００３９】
　上記の成分、例えば、成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、成分（Ｅ）
、成分（Ｆ）や他の成分は、それぞれ、１種のみが用いられてもよく、２種以上が用いら
れてもよい。
【００４０】
　以下、本発明の制汗剤組成物に用いられる各成分の詳細を説明する。
【００４１】
　（成分（Ａ））
　成分（Ａ）は、エタノールである。成分（Ａ）により、速乾性を高め、塗布時に肌から
垂れ落ちたり、塗布後にべたつき感や肌のつっぱり感を感じたりする等の塗布時及び塗布
後の不快感を抑え、使用感を高めることができる。また、成分（Ａ）により、成分（Ｄ）
により形成される皮膜が硬くなりすぎることを抑えるという可塑効果が発揮される。
【００４２】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ａ）の含有量は、好ましくは５０．０質
量％以上、より好ましくは６０．０質量％以上、好ましくは９０．０質量％以下、より好
ましくは８０．０質量％以下である。成分（Ａ）の含有量が上記下限以上及び上記上限以
下であると、速乾性をより一層高め、塗布時及び塗布後の不快感をより一層抑えることが
でき、また、成分（Ｄ）により形成される皮膜を良好に形成することができる。
【００４３】
　（成分（Ｂ））
　成分（Ｂ）は、制汗成分である。成分（Ｂ）により、皮膚が収れんする等して、汗の発
生を抑制することができる。
【００４４】
　成分（Ｂ）として、従来公知の制汗成分を使用可能である。成分（Ｂ）は、１種のみが
用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００４５】
　成分（Ｂ）としては、例えば、アルミニウム塩、及びパラフェノールスルホン酸亜鉛等
が挙げられる。
【００４６】
　上記アルミニウム塩としては、例えば、塩化アルミニウム、硫酸アルミニウム、硫酸カ
リウムアルミニウム（カリミョウバン）、硫酸アルミニウムアンモニウム（アンモニウム
ミョウバン）、酢酸アルミニウム、クロルヒドロキシアルミニウム、及びアラントインク
ロルヒドロキシアルミニウム等が挙げられる。
【００４７】
　制汗効果をより一層高める観点からは、成分（Ｂ）は、アルミニウム塩、及びパラフェ
ノールスルホン酸亜鉛からなる群より選ばれる制汗成分であることが好ましく、クロルヒ
ドロキシアルミニウム、ミョウバン、及びパラフェノールスルホン酸亜鉛からなる群より
選ばれる制汗成分であることがより好ましく、クロルヒドロキシアルミニウム、硫酸カリ
ウムアルミニウム、及びパラフェノールスルホン酸亜鉛からなる群より選ばれる制汗成分
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であることが更に好ましい。
【００４８】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ｂ）の含有量は、好ましくは１．０質量
％以上、より好ましくは３．０質量％以上、好ましくは２５．０質量％以下、より好まし
くは２０．０質量％以下、更に好ましくは１５．０質量％以下である。成分（Ｂ）の含有
量が上記下限以上及び上記上限以下であると、制汗効果を効果的に高めることができる。
【００４９】
　（成分（Ｃ））
　成分（Ｃ）は、疎水化ヒドロキシアルキルセルロースである。上記疎水化ヒドロキシア
ルキルセルロースは、ヒドロキシアルキルセルロースの疎水化物である。成分（Ｃ）は、
増粘剤である。成分（Ｃ）により、塗布時に肌から垂れ落ちたり、塗布後にべたつき感や
肌のつっぱり感を感じたりする等の塗布時及び塗布後の不快感を抑えることができる。ま
た、成分（Ｃ）により、制汗効果及び肌への付着性を高めることができ、汗等により制汗
剤組成物が流れ落ちにくく、肌上に制汗剤組成物を良好に保持することができる。そのた
め、持続性に優れた体臭防止効果を発揮することができる。また、成分（Ｃ）により、塗
布時の垂れ落ちを抑え、容器からの吐出性及び塗布性を良好にすることができる。
【００５０】
　成分（Ｃ）は特に限定されず、従来公知の疎水化ヒドロキシアルキルセルロースを使用
可能である。成分（Ｃ）としては、例えば、疎水化ヒドロキシプロピルメチルセルロース
、及び疎水化ヒドロキシエチルセルロース等が挙げられる。成分（Ｃ）は、１種のみが用
いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００５１】
　成分（Ｃ）は、通常、疎水化のために、アルキル基（疎水性を与えるアルキル基）を有
する。成分（Ｃ）は、ヒドロキシアルキルセルロースにアルキル基が結合した疎水化ヒド
ロキシアルキルセルロースであることが好ましい。上記疎水化ヒドロキシプロピルメチル
セルロースは、ヒドロキシプロピルメチルセルロースにアルキル基が結合した疎水化ヒド
ロキシアルキルセルロースであることが好ましい。上記疎水化ヒドロキシエチルセルロー
スは、ヒドロキシエチルセルロースにアルキル基が結合した疎水化ヒドロキシアルキルセ
ルロースであることが好ましい。
【００５２】
　上記疎水性を与えるアルキル基は直鎖状であってもよく、分岐状であってもよい。疎水
性が高いことから、上記疎水性を与えるアルキル基は、長鎖アルキル基であることが好ま
しい。上記疎水性を与えるアルキル基の炭素数は、特に限定されないが、好ましくは１２
以上、好ましくは２２以下である。また、上記疎水性を与えるアルキル基の直鎖部分の炭
素数は１２以上であることが好ましい。疎水性が高いことから、成分（Ｃ）は、ヒドロキ
シアルキルセルロースに炭素数１２以上のアルキル基（疎水性を与えるアルキル基）が結
合した疎水化ヒドロキシアルキルセルロースであることが好ましい。
【００５３】
　上記疎水性を与えるアルキル基としては、例えば、ドデシル基、トリデシル基、テトラ
デシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル基、ノナデ
シル基、エイコシル基、ヘンイコシル基、及びドコシル基等が挙げられる。
【００５４】
　成分（Ｃ）は、アルコキシ基を有することが好ましい。成分（Ｃ）は、アルコキシヒド
ロキシアルキルセルロースであることが好ましい。上記疎水化ヒドロキシプロピルメチル
セルロースは、アルコキシヒドロキシプロピルメチルセルロースであることが好ましい。
【００５５】
　上記アルコキシ基におけるアルキル基は直鎖状であってもよく、分岐状であってもよい
。上記アルコキシ基の炭素数は、特に限定されないが、好ましくは１２以上、好ましくは
２２以下である。また、上記アルコキシ基の直鎖部分の炭素数は１２以上であることが好
ましい。
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【００５６】
　上記アルコキシ基としては、例えば、ドデシロキシ基（ラウロキシ基）、トリデシロキ
シ基、テトラデシロキシ基（ミリスチロキシ基）、ペンタデシロキシ基、ヘキサデシロキ
シ基（セチロキシ基）、ヘプタデシロキシ基、オクタデシロキシ基（ステアロキシ基）、
ノナデシロキシ基、エイコシロキシ基、ヘンエイコシロキシ基、及びドコシロキシ基等が
挙げられる。
【００５７】
　成分（Ｃ）としては、例えば、ドデシロキシヒドロキシアルキルセルロース（ラウロキ
シヒドロキシアルキルセルロース）、トリデシロキシヒドロキシアルキルセルロース、テ
トラデシロキシヒドロキシアルキルセルロース（ミリスチロキシヒドロキシアルキルセル
ロース）、ペンタデシロキシヒドロキシアルキルセルロース、ヘキサデシロキシヒドロキ
シアルキルセルロース（セチロキシヒドロキシアルキルセルロース）、ヘプタデシロキシ
ヒドロキシアルキルセルロース、オクタデシロキシヒドロキシアルキルセルロース（ステ
アロキシヒドロキシアルキルセルロース）、オクタデシロキシヒドロキシプロピルメチル
セルロース（ステアロキシヒドロキシプロピルメチルセルロース）、ノナデシロキシヒド
ロキシアルキルセルロース、エイコシロキシヒドロキシアルキルセルロース、ヘンエイコ
シロキシヒドロキシアルキルセルロース、及びドコシロキシヒドロキシアルキルセルロー
ス等が挙げられる。
【００５８】
　体臭防止効果の持続性をより一層高める観点からは、成分（Ｃ）は、オクタデシロキシ
ヒドロキシアルキルセルロース（ステアロキシヒドロキシアルキルセルロース）であるこ
とが好ましく、オクタデシロキシヒドロキシプロピルメチルセルロース（ステアロキシヒ
ドロキシプロピルメチルセルロース）であることがより好ましい。
【００５９】
　成分（Ｃ）の市販品としては、ステアロキシヒドロキシプロピルメチルセルロースであ
る大同化成工業社製、商品名「サンジェロース６０Ｌ」、商品名「サンジェロース６０Ｍ
」、商品名「サンジェロース９０Ｌ」、及び商品名「サンジェロース９０Ｍ」等が挙げら
れる。
【００６０】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ｃ）の含有量は、好ましくは０．４質量
％以上、より好ましくは０．７質量％以上、好ましくは１．５質量％以下、より好ましく
は１．３質量％以下である。成分（Ｃ）の含有量が上記下限以上であると、制汗効果及び
肌への付着性をより一層高めることができ、体臭防止効果の持続性をより一層高めること
ができる。成分（Ｃ）の含有量が上記上限以下であると、塗布時の垂れ落ちがより一層抑
えられ、容器からの吐出性及び塗布性がより一層良好になる。また、成分（Ｃ）の含有量
が上記下限以上及び上記上限以下であると、塗布時及び塗布後の不快感をより一層抑える
ことができ、また、塗布後及び乾燥後に凝集物の発生を抑えることができる。
【００６１】
　（成分（Ｄ））
　成分（Ｄ）は、アクリル酸型皮膜形成ポリマーである。成分（Ｄ）により、肌への付着
性を高めることができ、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちにくく、肌上に制汗剤組成物
を良好に保持することができる。そのため、持続性に優れた体臭防止効果を発揮すること
ができる。成分（Ｄ）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００６２】
　成分（Ｄ）としては、例えば、アクリル酸アルキルコポリマー、（オクチルアクリルア
ミド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、
（アクリル酸アルキル／オクチルアクリルアミド）コポリマー、（アクリレーツ／アクリ
ル酸アルキル（Ｃ１－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマー、（ア
クリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマー、（メタクリロイルオキシエ
チルカルボキシベタイン／メタクリル酸アルキル）コポリマー、及びこれらの塩等が挙げ
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られる。
【００６３】
　上記これらの塩を構成している塩としては、例えば、２－アミノ－２－メチル－１－プ
ロパノール（ＡＭＰ）、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパノール（ＡＭＰＤ）、
ナトリウム（Ｎａ）、及びアンモニウム等が挙げられる。
【００６４】
　上記これらの塩としては、例えば、アクリル酸アルキルコポリマーＡＭＰ、アクリル酸
アルキルコポリマーＮａ、アクリル酸アルキルコポリマーアンモニウム、（アクリレーツ
／アクリル酸アルキル（Ｃ１－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマ
ーＡＭＰ、（アクリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマーＡＭＰ、及び
（アクリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマーＡＭＰＤ等が挙げられる
。
【００６５】
　成分（Ｄ）は、必須のモノマー成分として、（メタ）アクリル酸アルキルエステルを用
いて得られる皮膜形成ポリマーであることが好ましい。必須のモノマー成分として、（メ
タ）アクリル酸アルキルエステルを用いて得られる皮膜形成ポリマーは、アクリル酸型皮
膜形成ポリマーである。
【００６６】
　肌への付着性をより一層高め、体臭防止効果の持続性をより一層高める観点からは、成
分（Ｄ）は、必須のモノマー成分として、（メタ）アクリル酸アルキルエステルを用いて
得られるアニオン性皮膜形成ポリマーであることがより好ましい。
【００６７】
　肌への付着性をより一層高め、体臭防止効果の持続性をより一層高める観点からは、成
分（Ｄ）が、アクリル酸アルキルコポリマー、（オクチルアクリルアミド／アクリル酸ヒ
ドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、（アクリル酸アルキ
ル／オクチルアクリルアミド）コポリマー、（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１
－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマー、及びこれらの塩からなる
群より選ばれるアクリル酸型皮膜形成ポリマー（少なくとも１のアクリル酸型皮膜形成ポ
リマー）を含むことが好ましい。
【００６８】
　本明細書においては、上記「アクリル酸アルキルコポリマー、（オクチルアクリルアミ
ド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、（
アクリル酸アルキル／オクチルアクリルアミド）コポリマー、（アクリレーツ／アクリル
酸アルキル（Ｃ１－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリルアミド）コポリマー、及びこ
れらの塩からなる群より選ばれるアクリル酸型皮膜形成ポリマー」を「成分（Ｄ１）」と
称する場合がある。したがって、成分（Ｄ）が、成分（Ｄ１）を含むことが好ましい。本
発明の制汗剤組成物が、成分（Ｄ１）を含むことが好ましい。なお、成分（Ｄ１）は、必
須のモノマー成分として、（メタ）アクリル酸アルキルエステルを用いて得られる皮膜形
成ポリマーである。
【００６９】
　成分（Ｄ１）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００７０】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ｄ）の含有量は、好ましくは０．０５質
量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、好ましくは１．０質量％以下、より好まし
くは０．８質量％以下である。成分（Ｄ）の含有量が上記下限以上及び上記上限以下であ
ると、肌への付着性をより一層高めることができ、体臭防止効果の持続性をより一層高め
ることができる。
【００７１】
　上記成分（Ｃ）の含有量に対する上記成分（Ｄ）の含有量の質量比（成分（Ｄ）の含有
量／成分（Ｃ）の含有量）は、好ましくは０．１以上、好ましくは０．６未満、より好ま
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しくは０．５５未満である。上記質量比（成分（Ｄ）の含有量／成分（Ｃ）の含有量）が
上記下限以上であると、肌への付着性をより一層高めることができ、体臭防止効果の持続
性をより一層高めることができる。また、上記質量比（成分（Ｄ）の含有量／成分（Ｃ）
の含有量）が上記上限未満であると、塗布時及び塗布後の不快感をより一層抑えることが
できる。
【００７２】
　（成分（Ｅ））
　成分（Ｅ）は、水である。成分（Ｅ）は、本発明の制汗剤組成物の媒体としての役割を
有する。成分（Ｅ）は、精製水であることが好ましい。成分（Ｅ）により、成分（Ｃ）と
成分（Ｄ）との併用効果を効果的に発現させることができる。
【００７３】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ｅ）の含有量は、好ましくは５．０質量
％以上、より好ましくは１０．０質量％以上、好ましくは４０．０質量％以下、より好ま
しくは３０．０質量％以下である。成分（Ｅ）の含有量が上記下限以上及び上記上限以下
であると、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）との併用効果をより一層効果的に発現させることがで
きる。
【００７４】
　（成分（Ｆ））
　成分（Ｆ）は、脂肪酸エステル油である。成分（Ｆ）を配合することにより、肌への付
着性をより一層高めることができ、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちにくく、肌上に制
汗剤組成物を良好に保持することができる。そのため、持続性に優れた体臭防止効果を発
揮することができる。成分（Ｆ）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用され
てもよい。
【００７５】
　成分（Ｆ）としては、例えば、イソノナン酸イソノニル、ミリスチン酸イソプロピル、
パルミチン酸イソプロピル、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジイソブチル、パル
ミチン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－オク
チルドデシル、イソステアリン酸プロピレングリコール、テトラオクタン酸ペンタエリス
リチル、テトライソステアリン酸ペンタエリトリット、トリ２－エチルヘキサン酸グリセ
リル、ミリスチン酸プロピレングリコール－３ベンジルエーテル、及び２－エチルヘキサ
ン酸セチル等が挙げられる。
【００７６】
　肌への付着性をより一層高め、体臭防止効果の持続性をより一層高める観点からは、成
分（Ｆ）は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－
エチルヘキシル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－オクチルドデシル
、及びトリ２－エチルヘキサン酸グリセリルからなる群より選ばれる脂肪酸エステル油（
少なくとも１の脂肪酸エステル油）を含むことが好ましい。
【００７７】
　本明細書においては、上記「ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、
パルミチン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－
オクチルドデシル、及びトリ２－エチルヘキサン酸グリセリルからなる群より選ばれる脂
肪酸エステル油」を「成分（Ｆ１）」と称する場合がある。すなわち、成分（Ｆ）が、成
分（Ｆ１）を含むことが好ましい。
【００７８】
　成分（Ｆ１）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００７９】
　本発明の制汗剤組成物１００質量％中、成分（Ｆ）の含有量は、好ましくは０．０１質
量％以上、より好ましくは０．０５質量％以上、好ましくは２．０質量％以下、より好ま
しくは１．０質量％以下である。成分（Ｆ）の含有量が上記下限以上であると、肌への付
着性をより一層高めることができ、体臭防止効果の持続性をより一層高めることができる
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。また、成分（Ｆ）の含有量が上記上限以下であると、耐水性を良好にすることができ、
制汗効果をより一層高めることができる。
【００８０】
　（他の成分）
　本発明の制汗剤組成物は、本発明の効果を阻害しない範囲で、成分（Ａ）～（Ｆ）以外
の成分を含んでいてもよい。上記成分（Ａ）～（Ｆ）以外の成分は、それぞれ１種のみが
用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００８１】
　上記成分（Ａ）～（Ｆ）以外の成分としては、例えば、殺菌剤、界面活性剤、保湿剤、
消臭剤、シリコーン油剤、金属イオン封鎖剤、防腐剤、清涼剤、抗炎症剤、植物エキス、
粉体、及び香料等が挙げられる。
【００８２】
　上記殺菌剤としては、例えば、イソプロピルメチルフェノール、塩化リゾチウム、ヒノ
キチオール、及びサリチル酸等が挙げられる。
【００８３】
　上記清涼剤としては、メントール、カンフル、及びメンチルグリセリルエーテル等が挙
げられる。
【００８４】
　制汗効果及び肌への付着性を高め、体臭防止効果の持続性を高める観点からは、本発明
の制汗剤組成物は、非イオン性界面活性剤を含まないか、又は、非イオン性界面活性剤を
０．１質量％未満で含むことが好ましい。本発明の制汗剤組成物が非イオン性界面活性剤
を含む場合には、本発明の制汗剤組成物１００質量％中、非イオン性界面活性剤の含有量
は、好ましくは０．０５質量％未満、より好ましくは０．０１質量％未満である。本発明
の制汗剤組成物は、非イオン性界面活性剤を含まないことが特に好ましい。
【００８５】
　（制汗剤組成物の他の詳細）
　本発明の制汗剤組成物の２５℃における粘度は、好ましくは１０ｍＰａ・ｓ以上、より
好ましくは５０ｍＰａ・ｓ以上、好ましくは５０００ｍＰａ・ｓ以下、より好ましくは３
０００ｍＰａ・ｓ以下である。上記粘度が上記下限以上及び上記上限以下であると、塗布
時の垂れ落ちを抑え、容器からの吐出性及び塗布性を良好にすることができる。また、上
記粘度が上記下限以上及び上記上限以下であると、上記制汗剤組成物をロールオンタイプ
の制汗剤として用いた場合に塗布性を良好にすることができる。
【００８６】
　上記粘度は、Ｂ型粘度計を用いて、（１）Ｌアダプターを使用して、２５℃、回転速度
１２ｒｐｍの条件、（２）ローターＮｏ．２を使用して、２５℃、回転速度３０ｒｐｍの
条件、又は（３）ローターＮｏ．３を使用して、２５℃、回転速度３０ｒｐｍの条件等で
測定される。上記Ｂ型粘度計としては、例えば、東機産業社製、ＴＶ－２５型粘度計を使
用可能である。
【００８７】
　本発明の制汗剤組成物は、公知慣用の制汗剤組成物の製造方法により、製造することが
できる。本発明の制汗剤組成物は、例えば、成分（Ａ）と、成分（Ｂ）と、成分（Ｃ）と
、成分（Ｄ）と、成分（Ｅ）と、必要に応じて配合される他の成分とを混合することによ
り製造することができる。好ましい製造方法の一例としては、例えば、成分（Ａ）と、成
分（Ｃ）と、成分（Ｄ）とをディスパーミキサー等により混合した混合液に、成分（Ｅ）
を添加した後、成分（Ｂ）と、必要に応じて配合される他の成分とを添加してさらにディ
スパーミキサー等で混合撹拌する製造方法が挙げられる。この製造方法において、各成分
の添加時期は適宜変更されてもよい。また、上記他の成分の添加時期は、他の成分の種類
に応じて適宜選ばれる。
【００８８】
　［制汗剤］
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　本発明の制汗剤は、容器と、上述した制汗剤組成物とを備える。上記制汗剤では、上記
容器内に上記制汗剤組成物が充填されている。本発明の制汗剤では、上記容器が、ロール
オン容器であることが好ましい。本発明の制汗剤は、ロールオンタイプの制汗剤として好
適に用いられる。
【００８９】
　上記ロールオン容器は、塗布部にロールを備える。ロールは、円筒部材であってもよく
、球状部材であってもよい。
【００９０】
　ロールオンタイプの制汗剤は、制汗剤組成物を手に付けて肌等の塗布対象物に塗布する
ことなく、制汗剤組成物を塗布対象物に直接かつ均一に塗布することができる。すなわち
、ロールオンタイプの制汗剤は、塗布性に優れる。ロールオンタイプの制汗剤は、例えば
、腋などの肌に、ロールオン容器内の制汗剤組成物を容易に直接塗布することができる。
【００９１】
　なお、本発明の制汗剤組成物は、上述したロールオンタイプの制汗剤としてだけでなく
、スティックタイプ、シートタイプ、ジェルタイプ、ローションタイプ、及びスプレータ
イプ等の制汗剤としても好適に用いることができる。この場合に、上記制汗剤組成物は、
それぞれのタイプの制汗剤として用いるために適した容器内に充填される。
【００９２】
　以下に、本発明の構成と本発明の効果との関連性を更に詳細に説明する。
【００９３】
　成分（Ｃ）、成分（Ｄ）、又は成分（Ｃ）と成分（Ｄ）との双方を含まない従来の制汗
剤組成物では、制汗効果が十分ではなかったり、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちたり
するなどして、体臭防止効果が低下することがある。さらに、制汗剤組成物にヒドロキシ
プロピルセルロースのような親水性の増粘剤が単に配合された場合には、汗等により制汗
剤組成物が流れ落ち易くなり、体臭防止効果の持続性を高めることは困難である。
【００９４】
　これに対して、本発明の制汗剤組成物では、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）とが併用されてい
るので、塗布された部分に良好な皮膜が形成し、かつ適度な疎水性が付与される。その結
果、耐水性が高まり、汗等により制汗剤組成物が流れ落ちるのを抑制し、肌への付着性を
高めることができる。したがって、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）との併用により、制汗効果及
び肌への付着性に優れ、体臭防止効果の持続性を高めることができる。さらに、本発明で
は、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）と併用することにより、塗布時に肌から垂れ落ちたり、塗布
後にべたつき感や肌のつっぱり感を感じたりする等の塗布時及び塗布後の不快感を抑える
ことができることが見出された。成分（Ｃ）と成分（Ｄ）とが併用されているという構成
は、重要かつ技術的意義のある構成である。
【実施例】
【００９５】
　以下、本発明について、実施例及び比較例を挙げて具体的に説明する。本発明は、以下
の実施例のみに限定されない。
【００９６】
　実施例及び比較例では、下記の成分を用いた。
【００９７】
　（成分（Ａ））
　エタノール
【００９８】
　（成分（Ｂ））
　クロルヒドロキシアルミニウム
　パラフェノールスルホン酸亜鉛
【００９９】
　（成分（Ｃ））
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　ステアロキシヒドロキシプロピルメチルセルロース（大同化成工業社製「サンジェロー
ス６０Ｍ」）
【０１００】
　（成分（Ｃ）に相当しない成分）
　ヒドロキシプロピルセルロース
【０１０１】
　（成分（Ｄ）（成分（Ｄ１）））
　アクリル酸アルキルコポリマーＡＭＰ（大阪有機化学工業社製「アニセットＨＰＡ４０
」）
　（オクチルアクリルアミド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミ
ノエチル）コポリマー（ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ社製「ＡＭＰＨＯＭＥＲ　２８－４９１０」
）
　（アクリル酸アルキル／オクチルアクリルアミド）コポリマー（ＡｋｚｏＮｏｂｅｌ社
製「ＡＭＰＨＯＭＥＲ　ＨＣ」）
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１－１８）／アルキル（Ｃ１－８）アクリル
アミド）コポリマーＡＭＰ（互応化学工業社製「プラサイズＬ－９９０９Ｕ」）
【０１０２】
　（成分（Ｅ））
　精製水
【０１０３】
　（成分（Ｆ）（成分（Ｆ１）））
　ミリスチン酸イソプロピル
　パルミチン酸イソプロピル
　パルミチン酸２－エチルヘキシル
　ステアリン酸２－エチルヘキシル
　ミリスチン酸２－オクチルドデシル
　トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル
【０１０４】
　（その他）
　イソプロピルメチルフェノール
　メントール
【０１０５】
　（実施例１～１３及び比較例１～４）
　下記の表１～２に示す配合成分を配合（配合単位は質量％）し、下記の表１～２に示す
組成を有する制汗剤組成物を調製した。得られた制汗剤組成物をロールオン容器に充填し
て、制汗剤を作製した。表中の配合量（制汗剤組成物１００質量％中の配合量）は、純分
の配合量（単位：質量％）で示した。
【０１０６】
　（評価）
　下記の試験例１、２、４は、評価パネル３名で行い、協議して決定した結果を評価結果
とした。また、下記の試験例３は、被験者３名で行い、３名の結果の平均値を評価結果と
した。
【０１０７】
　（試験例１：塗布時及び塗布後の不快感）
　得られた制汗剤（ロールオンタイプの制汗剤）を用いて、制汗剤組成物を脇の下へ直接
塗布し、乾燥させた。塗布時及び塗布後の不快感を下記の基準で官能評価した。
【０１０８】
　＜塗布時及び塗布後の不快感の評価基準＞
　○（良好）：塗布時の肌からの垂れ落ちがなく、塗布後のべたつき感及び肌のつっぱり
感を感じない
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　△（やや良好）：塗布時の肌からの垂れ落ちがないが、塗布後のべたつき感及び肌のつ
っぱり感を若干感じる
　×（不良）：塗布時の肌からの垂れ落ちがある、若しくは、塗布時の肌からの垂れ落ち
はないが、塗布後のべたつき感又は肌のつっぱり感を感じる
【０１０９】
　（試験例２：肌への付着性（耐水性））
　前腕内側部の肌上に、得られた制汗剤組成物４０μＬを１ｃｍ２の円形状に塗布後、室
温（約２５℃）で５分間乾燥し、肌上に皮膜を形成した。次いで、約３５℃の水で１分間
洗い流した。制汗剤組成物の肌への付着性（耐水性）を下記の基準で目視評価した。
【０１１０】
　＜肌への付着性（耐水性）の評価基準＞
　○（良好）：肌への付着性に優れる（皮膜の耐水性（残存性）が良好であり、皮膜の流
れ落ちが認められない）
　△（やや良好）：肌への付着性にやや劣る（皮膜の耐水性（残存性）にやや劣り、皮膜
の流れ落ちが若干認められる）
　×（不良）：肌への付着性に劣る（皮膜の耐水性（残存性）に劣り、皮膜が全て流れ落
ちている）
【０１１１】
　（試験例３：制汗効果）
　温度：約３０℃、湿度：約５０％の環境下にて、前腕外側部の肌上に、得られた制汗剤
組成物２０μＬを１ｃｍ２の円形状に塗布した。次いで、上記の環境下にて、約４２℃の
温水に下肢を温浴して発汗を促した。次いで、発汗計（機器名：ＳＫＮ－２０００、西澤
電機計器製作所社製）を用いて、発汗量が１０分間安定している期間における、制汗剤組
成物を塗布した箇所（試料塗布部）、及び該試料塗布部に近接する試料を塗布していない
箇所（試料未塗布部）の平均発汗量（ｍｇ／ｍｉｎ）を測定し、下記式から発汗抑制率を
算出した。制汗効果を下記の基準で評価した。
【０１１２】
　発汗抑制率（％）＝１００－［（試料塗布部の平均発汗量／試料未塗布部の平均発汗量
）×１００］
【０１１３】
　＜制汗効果の評価基準＞
　○（良好）：発汗抑制率が７０％以上
　△（やや良好）：発汗抑制率が４０％以上、７０％未満
　×（不良）：発汗抑制率が４０％未満
【０１１４】
　（試験例４：体臭防止効果の持続性）
　得られた制汗剤（ロールオンタイプの制汗剤）を用いて、制汗剤組成物を脇の下へ直接
塗布し、乾燥させて、塗布直後の体臭防止効果を官能評価した。次いで、３時間放置し、
塗布３時間後の体臭防止効果を官能評価した。体臭防止効果の持続性を下記の基準で官能
評価した。
【０１１５】
　＜体臭防止効果の持続性の評価基準＞
　○（良好）：塗布直後の体臭防止効果と比較して、塗布３時間後の体臭防止効果が同等
である
　△（やや良好）：塗布直後の体臭防止効果と比較して、塗布３時間後の体臭防止効果が
やや劣る
　×（不良）：塗布直後の体臭防止効果と比較して、塗布３時間後の体臭防止効果が明ら
かに劣る
【０１１６】
　（試験例５：総合判定）
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　試験例１～４の計４つの評価項目の判定結果から以下の基準に従い、総合判定を判定し
た。
【０１１７】
　［総合判定の判定基準］
　○○：３つ以上の評価項目の判定が○
　○：２つの評価項目の判定が○
　△：１つの評価項目の判定が○
　×：全ての評価項目の判定で○がない
【０１１８】
　組成及び結果を下記の表１～２に示す。
【０１１９】
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【表１】

【０１２０】
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【表２】

【０１２１】
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　表１～２の結果より、本発明の制汗剤組成物は、塗布時及び塗布後の不快感を抑えるこ
とができ、塗布後に制汗効果及び肌への付着性に優れ、体臭防止効果の持続性に優れてい
ることが分かる。
【０１２２】
　一方、成分（Ｂ）～（Ｄ）のうちの何れかの成分を欠く制汗剤組成物は、本発明の制汗
剤組成物と比べて本発明の効果に劣ることが分かる。
【０１２３】
　なお、実施例３と実施例１３との「試験例２：肌への付着性（耐水性）」の評価におい
て、共に良好である結果が得られている。しかしながら、実施例３で得られた制汗剤組成
物では、洗い流し時間が１分を超えた場合でも、皮膜の流れ落ちが認められなかったのに
対して、実施例１３で得られた制汗剤組成物では、洗い流し時間が１分を超えると、ごく
僅かではあるが皮膜の流れ落ちが認められた。したがって、成分（Ｆ）が配合されている
実施例３で得られた制汗剤組成物は、成分（Ｆ）が配合されていない実施例１３で得られ
た制汗剤組成物と比べて肌への付着性により一層優れていた。



(18) JP 6900122 B2 2021.7.7

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｑ  15/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   15/00     　　　　        　　　　　

(56)参考文献  国際公開第２０１３／０８１０５５（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２０１７－０４８１４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－０７００２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１５／１４６３９８（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１４／０９２６８８（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－　８／９９
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－９０／００
              ＫＯＳＭＥＴ（ＳＴＮ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

